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貴族とは何か
※討 論 中 のYveSassier氏 の発 言 に つ い て は 、Gaen氏 、Mace氏 、 江 川 氏 らが 日本 語 や 英 語
で 内 容 を説 明 した
《各問題提起は、省略》
AndrewGerstle:あ りがとうございま した。 とても興味深い例も出して、西洋の長い歴史
の中ではどう変わってきたとか、どうい うふ うに貴族とい う問題が論 じられてきたとか、そ
してそれぞれの国の違いまたは年代によって どう変わっていたとい うような、いろいろなこ
とを出 していただきましてありがとうございました。







いくつかの質問的問題を少 し出しますが、中国語または日本語では公家または貴族 とい う
語意には、やはり家族 ということが基本です。それが、必ず ヨーロッパにあるかどうかはわ
かりませんが、その上にそれが代々で続 くとい うことが貴族である。ですから、法的 とかそ
ういう制度があるけれども、実際には庶民とどういう区別があるかとい うこと。 どうやって、
代々で身分を守っていくかということ。





















和歌 とい う芸はよくできるけれども、本当に弱き人のことを尊敬 しなが ら、それを守 らなけ
ればならないとい うことがあるのは、どうい うことか考えてきました。そのようなことを討
論に出したかったので、よろしくお願い します。
















命、王朝の交代 とい うことで、まず最初に武ありき。武が政権をつ くって、そのあとで公家
官僚制 というか文官官僚制ができてくる。そうい う意味で、一体 どこの時点で貴族が出現し
たか、その成立を何時 ととらえるかによ りま して、地域によっては1000年 単位の違いがあ
るというふ うに言ってよろしいと思 うんですね。
そこで、非常に簡単なことなのですが、貴族 とお しなべて申す場合に、 日本ではよく上級
貴族 と中級あるいは中下級貴族 と申しますね。それは、王侯貴族 といわゆる騎士とい う西洋
の概念 とも共通すると思 うんですが、上級あるいは中下級貴族とい う階層は、どうい うふ う






基づいて税金を取 り、あるいは刑罰を科する、裁判をするとい うことですが、そ うい うふ う
な権限まで持った土地領主すなわち土地の所有者は、政治的な支配体制の中に組み込まれて
いるといわなければならないのではないか。 この意味で、上下の階層 と、それらの出自、と
くに日本でいえば中世 ・近世 という長い時代を通じて、どのように展開していくかとい うこ
とが問題になりますね。結局は、日本の大名は貴族かどうかということに関連 してきますが、





と財産は必ず2、3代 でなくなってしまって、その家系は継続できないとい う中国の在 り方
がある。他方、 日本の朧谷先生の時代で申しますと、いわゆる家格 と結合 した官位相当制、
っま り位を与えられてその位階に相当する官職が当然のこととして用意 され世襲されるとい
う制度があった。これは、家をつくり上げる非常に大きな要素になりますよね。短絡 させる








魏晋南北朝の時代には貴族 とい うものが著しく存在 しました。
私が考え出した人は、例えば晋の時代の謝安 とい う有名なそのときの官僚ですね。彼はた
ぶん、貴族の代表的な人物だと言えると思います。 もしも、江川先生の言いました定義にっ
いて、事実の存在 としての貴族 と法的存在 としての貴族 と二つの種類に分ければ、中国の魏
晋南北朝時代の謝安のような貴族は、どうい う類型に分けることができるかというもの。例
えば、そのとき皇帝から何か詔勅を出して、この謝安に貴族の身分証明書などを与えて、そ
れか らいつまでも伝承できるとい うようなことがあるかどうか、私ははっきりしませんか ら
教えていただきたいと思います。
それに私の考えでは、貴族 というものはたぶんどうしても二つの要件がなければなりませ



















在 しうると合意があります。実際に調べても、官僚 による貴族とい うものは存在 してお りま
せん。ここが、アジアとヨーロッパの非常に大きな違いだと思います。アジアでは、貴族構
成は非常に官僚的要素が入っている。 しかし、西洋 ヨーロッパにはありません。






















院である。ハウス ・オブ ・コモンズの普通人のほ うの院に入ったわけです。そして、それぞ
れの町を代表する人たちです。





14世 紀、15世 紀は、実際の実力を持っている下院に属す る人たちのほうが、貴族院の人
たちよりも経済力が大きくなっていたこと。家の財産も大きくなるとい う矛盾が起こりまし
た。そ うします と、貴族院と下院、そ して聖職者たちがなすグループ と3分 化 していったわ
けです。




てい く人がいた。すなわち、貴族サークル とい うものの門戸が開放されていたわけであ りま
す。オープンであった とい うことです。
イギリスの歴史で、ノーブルな家族 とい うことで見ていきます と、実際に自分たちの祖先
を発明するということもありま した。すなわちフィクションであります。自分はこういった
家系だという、家系の先祖を勝手につ くることもあったわけです。





RichardKaeuper:は っ き り、 既 に も う説 明 して い た だ い た こ と も あ る の で 、 追 加 の コ メ
ン トとな りま す が 定義 とい うの は 、本 当 に重 要 だ と思 い ます 。 歴 史 家 と して、 ま た そ れ は障
壁 に もつ まず き の 一種 に も な る と思 い ます 。 ポ ラー ド先 生 が お っ しゃ っ た よ うに、 や は り考
え な け れ ば い けな い の は 、 こ うい っ た人 た ち が どの よ うな 生活 を送 っ て い た のか 。 また 、 そ
れ が戦 争 、 法 、 宗 教 、統 治 と ど うい っ た 関係 が あ った か とい う こ とで あ ります 。
間違 い が あ れ ば訂 正 して ほ しい の です が 、 高貴 な生 活 を 送 る とい うこ とが貴 族 で あ っ た の
だ と思 い ま す 。 ノー ブル な 生活 を送 る とい うこ とです 。 例 を とっ て み ま し ょ う。 確 か に 、騎
士 、 ナ イ トフ ッ ドとい うの は 一 つ の機 能 と して始 ま っ て 、 そ れ が ス テ ー タ ス に な っ て き た の
です 。 こ うい った 変化 が あ っ た わ け です が 、騎 士 道 、 ポ ラー ド先 生 もお っ しゃ い ま した が 、




学者だからそ う言 うとい うことではなく、本当に単に機能がステータスに変わったような
ものではありません。中世後期にはステータスでありましたが、 と同時に価値観であり生活
様式でありました。そ して、世界観であります。そして、自分をどのように理解するのか、















石井 紫郎:今 、イングラン ドの歴史の話を聞かせていただき、非常に比較の対象が豊富に
なってありがとうございました。











うと思います。これが、恐 らくチェアパー ソンがおっしゃった、 さまざまな指標を駆使 して








『貴族論』であります。家永三郎は、日本に貴族が成立 したのは3世 紀である、そ して、完
成 したのが律令制の7世 紀、8世 紀であると言っているわけです。ここには、二つの貴族概
念が、しかし、今述べた二っの貴族概念、すなわち実在概念と分析概念がはっきり区別 され














いうものを重視 したいと思 うわけです。 これは、貴族だけではない、法についても同じこと
であります。法 とい うものをフォアシュター トリッヒ、国家前的なものだ とい うふ うに考え
るのか、国家がつくったものである、あるいは、具体的には王権がつ くるものであるとい う
ふ うに考えるのかどうかですね。恐 らく、フォアシュター トリッヒなものとして法を考える




ター トリッヒな貴族概念を想定 していたと思 う。 ところが、せっかくそれを考えていたのに、
完成は7世 紀、8世 紀だと。私は、これは日本あるいは中国の伝統的な発想に毒 された とい
いますか、負けたといいますか、そうい うふ うに理解 したいわけです。
ヨー ロッパの学者は、そういう意味ではやは り家永 さんと基本的に違 う。封建時代 とその
前の時代の貴族は、デファク トのものとリーガルなもの、デ ・ユー レのものであるとい う二









国家前的なものとして考えるとい う考え方が、現にヨーロッパにはある。それ と、日本 とヨー
ロッパだけではなく、ほかの文明をも視野に入れた場合、どっちが一般的であるのか。これ
も、また一つの大きな課題だろうと思います。
それか らもう一っは、中国や 日本の場合に貴族 と言われなかった人で、ヨーロッパの貴族




貴族 と呼ばれた人 とは全 く違 う、王朝の支配の及ばないところにそ うい う存在はいたのでは
ないか。その最後の形が軍閥、清朝末期か ら共和国の初期にかけてずっ と存在 していた、あ













ばならないと感 じております。一つ 目は 「貴族」(ノ ビリティ)一 ポラー ド先生や蒋先生が





ば、たぶん 「国家 と公家(ノ ビリティ)」 とい うよりも 「国家と貴族(コ ーティアズ)」 とし
て定義するのはもっと適切ではないで しょうか。 「公家」のほうは国家の狭い意味の最高権
力 ともっと遠い関係のある、もっと広い意味の概念ではないかと気がします。
AndrewGerstle:今 の お 話 で は 、公 家 と貴 族 の 区別 とい う、 ヨー ロ ッパ を 含 めて 広 い意 味
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での貴族 とい う概念 と、ある意味では日本の中の公家とい う区別の問題提起を出していただ
いたと思います。
井上 満郎:朧 谷先生のご報告の中でありました、貴族の終焉 とい うことについて教えてほ
しいのですが、いっ。朧谷先生が最後にまとめられたところの概念の崩壊 をもって、貴族の
終焉 とい うふ うにとらえれば、これは律令体制と呼んでいるシステムの崩壊 とともに、貴族
と呼び うる社会集団はなくなったか、あるいは軽 くなったかとい うふ うに考えざるを得ない
と思 うのですが、その点が1点 。
そして、そのことは池田先生にもお教えいただきたいのですが、こういう問題を考えると







り、あるいは中国なら中国の貴族社会な り貴族制 とい うものと、国際的環境、日本の場合で
言えば中国の貴族制の在 り方みたいなものに影響を受けたのか、受けなかったのか とい うこ
と。文化的にもそうですが、そのへんについて何かお教 えいただければありがたい と思いま
す。
朧 谷 寿:終 焉 とい うと、 も う一 度 お っ し ゃ って い た だ け ます か?
井上 満郎:貴 族とい う階層が公家とい うふ うに名づけられているのは、たぶんそ うい うこ
となのだと思うのですが、今申し上げましたように、朧谷 さんのご報告なさった貴族 とい う
社会集団なり存在は、朧谷 さんの最後のまとめのところにまとめていらっしゃいますよね。
こうい う要素を満たす者が貴族だとい うふ うにおっしゃっているわけですが、この様相は律
令体制の崩壊 とともに大半が崩れますよね。その段階で、朧谷 さんの考えている貴族はな く
なったと考えてよろしいのですかということですが。
朧谷 寿:私 の示 しま した、まとめの要素は、平安貴族に限って言っていますので、そ うい
う意味では中世に入 ります とこういう形は崩れていって、今、石井先生が言われたように発
展ではなくて、変質 というとらえ方はできると思 うのですが、中世以降は変質 した とい うこ
とで、実は中世になります ともっと芸能 とかかわってきて、このへんの話は、本当は川嶋先
















拠 とい うのは2000年 来、中央支配が緩むとそれに対抗する形で起 こってきている。20世 紀




が監視役 として武官について、実質的にこれをコン トロールする。そ うい う体制が伝統的に




そうい う点で、 日本あるいは西欧とはかな り違った、独自な体制がずっと続いてきたとい
うように私は考えてお ります。中国にも、一応 ウォリアーを書いた文学 『三国志演義』とか
『水滸伝』 とか、さまざまな意味で武、あるいは腕っ節のほ うを強調する作品は武侠小説の
たぐいが、そのほかに 『兒女英雄伝』とか色々と明 ・清以後できてお りまして、そ うい うも
のが講談等を通じて非常に愛好されている。そ うい う面はありますが、基本的な教養は、や
はり作詩文と儒家の四書の知識の方が優位になってきている。そ ういった状況です。
江川 温:西 ヨーロッパの貴族に関してですが、Pollard先 生もKaeuper先 生 も、戦士として










16世 紀以降になってくると、宮廷の役割はますます大きくなって、宮廷での作法 とい う
ことが貴族の性格として、非常に重要であるということになってくるかと思います。ただ、
ヨーロッパの貴族は近世にな りましても、軍人 として活躍することがよいとされていて、そ










れば、裁き管理す る権限(広 い意味での裁判権)を 王から授けられた者はすべて貴族に属す
るとい うことになります。




うことです。そして非貴族 とい うのは、やは り指揮 を受ける人たちのことになります。これ
が貴族 と非貴族を分かつ区別です。
9世 紀の後半になると、貴族 とい う概念はかな り流動的になりました。 このころか ら戦士
階級が伸張 したように思われます。 とりわけ、「国王封臣」(vassauxroyaux)と い う新 し
いカテゴリーが作 られたことによってです。カロリング王朝はこれを、たぶん元来の貴族に
出自するものから、 しかし必ず しもそれだけに限定されないものから作 り上げました。これ
が貴族概念を流動化 させました。またおそ らくこのころから本質的に戦士であるようなカテ





もっ と話 したいが時間がない。ただ16、17世 紀における、貴族についても触れたいと思
います。 この時期には再び職能を担 う貴族が現れてきています。これ以後はこの職能貴族の
中で多種多様な機能が分化 しているといいますか、国王のための多様な職能が彼 らの手に集
められます。軍事はある人々によって、行政や司法はさらに別の人々によって担われます。
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この時期にはまた法服貴族が現れます。 これについてみなさんは触れたかったのか もしれま
せんが触れませんでした。こうしてついに、多少なりとも君主への奉仕 というローマ時代の
観念 に立脚 した貴族が再び現れたわけです。
【終 了 】
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